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第1号
議 案

令
和
3
年
度
事
業
計
画

埼経協ニュース422号

三
月
二
十
六
日
㈮
十
四
時
二
十
分
よ

り
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
、及
び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
方
式
に
て

理
事
会
・
幹
事
会
が
同
時
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
理
事
二
十
名
、
監
事
二
名
、

常
任
幹
事
・
幹
事
十
五
名
が
出
席
し
、

事
務
局
よ
り
3
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
と
も
満
場

一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

報
告
事
項
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

が
行
わ
れ
た
。

（
議
案
）

一
�
令
和
三
年
度
事
業
計
画

二
�
令
和
三
年
度
収
支
予
算

三
�
常
勤
理
事
の
令
和
三
年
度
報
酬
額

に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

一
�
事
務
局
報
告

な
お
、
理
事
会
・
幹
事
会
終
了
後
、

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教

授

川
島

真
氏
よ
り
、『
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
時
代
の
米
中
関
係
と
世
界
秩

序
』
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

川
島

真
（
か
わ
し
ま
し
ん
）
氏

・
二
十
一
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
。

二
〇
一
五
年
四
月
よ
り
現
職
。

・
現
在
、
中
曽
根
康
弘
世
界
平
和
研
究

所
上
席
研
究
員
、
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
上
席
研
究
員
、
日
本
学
術
会
議
連
携

会
員
な
ど
を
兼
任
。
中
央
研
究
院
近
代

史
研
究
所
（
台
北
）、
北
京
日
本
学
研

究
セ
ン
タ
ー
、
北
京
大
学
、
国
立
政
治

大
学
（
台
北
）、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ

ル
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
在
外
研
究
、

教
育
に
従
事
。
中
国
・
台
湾
の
政
治
外

交
史
、
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
史
を
専
門

と
す
る
。『
中
国
近
代
外
交
の
形
成
』（
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
で

サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
受
賞
。

事
業
環
境
と
基
本
方
針

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
激
変
し
て
い
る
。
二
度
の
緊
急
事

態
宣
言
の
発
出
に
よ
り
、
飲
食
・
観
光

業
を
は
じ
め
幅
広
い
業
種
に
お
い
て
需

要
が
大
き
く
減
少
す
る
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
わ
が
国
経

済
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
を
は
る
か

に
上
回
る
規
模
で
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
感
染
症
収
束
の
見
通
し
が

立
た
な
い
中
、
依
然
と
し
て
、
先
行
き

の
不
透
明
感
は
極
め
て
高
い
状
況
に
あ

る
。こ

の
よ
う
な
中
、
企
業
は
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
社
会
や
顧
客
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
付
加
価
値
の
高

い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
重
要
性

が
従
来
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
。
他
方
、

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
「Society5．0

」
の
実

現
を
目
指
す
中
、
企
業
の
積
極
投
資
に

よ
り
新
た
な
成
長
分
野
が
生
ま
れ
、
日

本
の
産
業
や
経
済
の
構
造
は
、
よ
り
強

靭
で
競
争
力
の
高
い
も
の
へ
転
換
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
企
業
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
働
き
手
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

高
め
る
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
対
面
を
基
本
と
す
る
働
き
方
の

見
直
し
な
ど
に
伴
い
、
労
働
時
間
管
理

な
ど
の
新
た
な
課
題
が
浮
上
し
て
お
り
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、�
働
き
が

い
・
働
き
や
す
さ
�
の
双
方
を
実
感
で

き
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
た
人
事
労

務
施
策
と
、
こ
れ
を
支
え
る
健
康
経
営

の
推
進
に
よ
り
、
働
き
手
の
自
律
性
を

重
視
し
た
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
急
速

な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
伴
い
、上
司
・

部
下
、
従
業
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
な
ど
の

課
題
も
生
じ
て
お
り
、
出
社
と
テ
レ
ワ

ー
ク
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
あ
り
方
の

検
討
に
際
し
て
は
、
自
社
の
業
務
の
特

性
や
、
社
員
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
つ
つ
、
生
産
性
の
維
持
・
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
、
各
職
場
に
お
い
て
最

適
な
ル
ー
ル
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
本
会
の
財
務
状
況
に
目

を
転
じ
れ
ば
、
受
託
事
業
収
入
の
減
少

等
を
踏
ま
え
、
会
員
の
増
強
を
通
じ
た

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’21 月号

日本経団連 埼玉

令
和
三
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
等
、
満
場
一
致
で
承
認

〜
令
和
二
年
度
第
三
回
理
事
会
・
幹
事
会
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開
催
〜

理事会・幹事会開会挨拶
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第3号
議 案
常
勤
理
事
の
令
和
3
年
度
報
酬
額
に
つ
い
て

令
和
3
年
度
事
業
活
動
計
画

安
定
し
た
財
務
基
盤
構
築
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
視
点
を
踏
ま
え
、
令
和
3
年

度
事
業
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
経

営
基
盤
構
築
の
観
点
か
ら
会
員
増
強
を

最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、
講
演
会
・
講
習
会
等
に
つ
い
て
は
、

会
員
企
業
の
様
々
な
経
営
課
題
解
決
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
リ
ア
ル

と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ

て
開
催
し
て
参
り
た
い
。
ま
た
、
昨
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
東
京
2
0
2

0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
支
援
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
参
り
た
い
。

事
業
活
動
の
骨
子

1
�
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
構
築
と

効
果
的・効
率
的
な
業
務
運
営
の
推
進

会
員
増
強
や
経
費
削
減
等
を
通
じ
て
、

持
続
可
能
な
経
営
基
盤
を
構
築
し
て
い

く
と
と
も
に
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的

な
事
業
活
動
を
推
進
す
る
。

2
�
雇
用・労
働
分
野
に
関
す
る
法
改
正

関
連
情
報
の
周
知
と
働
き
方
改
革・働

き
が
い
向
上
委
員
会
の
活
性
化

企
業
が
対
応
す
べ
き
改
正
項
目
の
周

知
徹
底
に
引
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

多
様
な
人
材
が
活
き
活
き
と
働
け
る
職

場
づ
く
り
に
有
益
な
情
報
の
提
供
に
努

め
る
。

3
�
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
の
支
援
継
続

東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

対
す
る
支
援
活
動
を
継
続
す
る
。

4
�
産
学
官
連
携
の
強
化

県
経
済
の
持
続
的
発
展
に
は
、
企
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
強
化
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
不
断
の

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、
会
員
企
業
同
士

の
情
報
交
換
機
会
の
充
実
と
産
業
界
と

県
・
国
の
機
関
や
埼
玉
大
学
・
も
の
つ

く
り
大
学
な
ど
教
育
界
と
の
連
携
強
化

に
取
り
組
む
。

5
�
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・
情
報

提
供
機
能
の
強
化
・
拡
充

企
業
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
ま
す

ま
す
高
度
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
資
す
る
た

め
に
、
埼
玉
県
、
国
、
各
種
研
究
機
関

等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
機
能
・
各
種
情
報
提
供
機
能
を

発
揮
し
て
い
く
。

6
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約

と
そ
の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直
面
す

る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
・
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
に
よ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
機
能
の
活
用
や
、
地
区
協
議
会
等

を
通
じ
て
収
集
・
集
約
し
、
そ
の
解
決

に
努
め
る
。

7
�
産
業
教
育
へ
の
支
援
強
化

埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審
議
会
等
、

各
種
審
議
会
・
委
員
会
へ
の
積
極
的
な

参
画
、
教
職
員
・
高
校
生
向
け
の
研
修

へ
の
講
師
派
遣
、
さ
ら
に
は
科
学
の
甲

子
園
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド

な
ど
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
産
業
教

育
へ
の
支
援
強
化
を
図
る
。
ま
た
、
さ

い
た
ま
市
教
育
委
員
会
と
の
連
携
強
化

を
推
進
す
る
。

8
�
障
害
者
雇
用
の
推
進

発
達
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
、

障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
支

援
学
校
、
障
害
者
雇
用
施
設
の
視
察
等

を
通
じ
て
、
引
き
続
き
障
害
者
雇
用
を

推
進
す
る
。

9
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
懇
談
会
な
ど
を

始
め
、
多
種
多
様
な
県
・
国
の
機
関
等

の
公
設
委
員
会
議
な
ど
を
通
じ
、
提
言

や
意
見
陳
述
に
努
め
て
い
く
。

常
勤
理
事
報
酬
規
程
第
4
条
2
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
専
務
理
事
の
令
和
3

年
度
の
報
酬
額
を
以
下
の
通
り
と
す
る
。

令
和
3
年
度
報
酬
額

1
�
0
2
0
万
円

（
前
年
度
と
同
額
）

※
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
が
令
和
3
年
度
の
主

な
変
更
点

Ⅰ

主
要
会
議
等

1
�
主
要
会
議
の
開
催

⑴
定
時
総
会

⑵
理
事
会

⑶
幹
事
会

⑷
新
年
会
員
懇
談
会

2
�
企
業
経
営
に
関
す
る
重
要
性
・
必

要
性
等
を
踏
ま
え
た
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

⑴
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

⑵
特
別
セ
ミ
ナ
ー

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

⑶
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
の
支
援
継
続
（
経
済
6
団
体
）

⑷
そ
の
他

3
�
研
究
会
・
委
員
会
・
地
区
協
議
会

の
開
催

⑴
研
究
会
・
委
員
会
�
企
業
経
営
に

関
す
る
重
要
性
・
必
要
性
等
を
踏

ま
え
随
時
開
催

①
企
業
戦
略
研
究
会

・
企
業
戦
略
研
究
会
に
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
会
、
介
護
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
を
統
合
す
る

②
産
業
教
育
委
員
会

③
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
に
少
子
高
齢

化
対
策
研
究
会
、
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
推
進
委
員
会
、
地
域
社
会

問
題
委
員
会
を
統
合
す
る

⑤
働
く
女
性
応
援
講
座

⑥
人
事
労
務
委
員
会

⑦
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上

委
員
会

・
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

⑵
地
区
協
議
会
の
開
催
4
地
区
春

季
・
秋
季
各
2
回

①
地
区
協
議
会（
4
地
区
×
2
回
）

②
地
区
協
議
会
幹
事
会（
4
地
区
）

4
�
産
学
連
携
事
業
の
推
進

⑴
埼
玉
大
学
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

目

次

頁

�
令
和
二
年
度
第
三
回
理
事
会
・

幹
事
会

一

�
第
四
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が

い
向
上
委
員
会
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
研
修
」

四

�
第
三
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ

ー
ラ
ム

五

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い

の
広
場

六

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ七

�
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
終
了
の
お
知
ら
せ

八

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見

直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

九

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

十
一

�
青
年
経
営
者
部
会
二
月
講
演
例

会

十
二

�
令
和
二
年
度
働
く
女
性
応
援
講

座（
11
／
4
〜
3
／
4
開
催
分
）

十
三

�
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

お
知
ら
せ
（
埼
玉
労
働
局
）十

三

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
十
四

�
事
業
だ
よ
り

十
六

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

十
六

会場の様子
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ⅩⅠ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー

⑵
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

⑶
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
協
議
会

⑷
埼
玉
大
学
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑸
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

⑹
も
の
つ
く
り
大
学
地
域
連
絡
協
議

会
⑺
本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
研
究
推
進
機
構
連
携
拠
点
推
進

委
員
会

5
�
日
本
経
団
連
関
係

⑴
総
会

⑵
幹
事
会
・
審
議
員
会

⑶
地
方
団
体
長
会

⑷
地
方
団
体
連
絡
協
議
会

⑸
経
済
政
策
・
中
堅
／
中
小
企
業
・

社
会
保
障
・
環
境
・
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
等

⑹
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

⑺
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

6
�
県
関
連

⑴
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

⑵
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談
会

⑶
埼
玉
県
公
労
使
会
議

⑷
労
働
委
員
会

⑸
各
部
局
の
各
種
審
議
会
・
委
員
会

⑹
教
育
局
関
連

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
宣
言
企

業
・
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実

践
ア
ワ
ー
ド

②
新
任
校
長
研
修
等
研
修
へ
の
講

師
派
遣

③
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
「
地

域
企
業
経
営
者
等
に
よ
る
講
演

会
」
へ
の
講
師
派
遣

④
教
員
・
生
徒
向
け
研
修
へ
の
講

師
派
遣

⑤
埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審
議
会

委
員

⑥
産
業
教
育
フ
ェ
ア
運
営
委
員
ほ

か
各
種
委
員

⑦
四
者
面
談
会

⑧
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大
会
へ

の
積
極
支
援

⑨
マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

事
業
へ
の
積
極
支
援

⑺
長
期
派
遣
研
修

受
入

①
埼
玉
県
教
育

委
員
会
職
員

1
名

②
知
事
部
局
職

員
1
名

⑻
そ
の
他

7
�
さ
い
た
ま
市
教

育
委
員
会
関
係

⑴
さ
い
た
ま
市
立

大
宮
国
際
中
等

教
育
学
校
運
営

に
関
す
る
支
援

策
の
検
討

⑵
教
員
研
修
へ
の
講
師
派
遣

⑶
そ
の
他

8
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

⑴
情
報
交
換
会

9
�
関
東
財
務
局
関
連

⑴
さ
い
た
ま
地
域
活
性
化
サ
ロ
ン

⑵
情
報
交
換
会

10
�
埼
玉
労
働
局
関
連

⑴
埼
玉
地
方
労
働
委
員
会

⑵
埼
玉
最
低
賃
金
審
議
会

⑶
埼
玉
特
定
最
低
賃
金
審
議
会

⑷
埼
玉
県
公
労
使
会
議

⑸
埼
玉
県
雇
用
保
険
審
査
参
与

⑹
埼
玉
県
労
働
者
災
害
補
償
保
険
参

与
⑺
労
働
者
派
遣
事
業
適
正
運
営
協
力

員
⑻
そ
の
他
委
員
会

11
�
連
合
埼
玉
関
連

⑴
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑵
意
見
交
換
会

Ⅱ

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
推
進
事
業

1
�
県
内
企
業
応
援
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
の
推
進

※
委
託
終
了
に
よ
り
、
令
和
2
年
度
末

を
以
っ
て
事
業
終
了

Ⅲ

海
外
視
察

1
�
社
会
経
済
視
察
団
等

⑴
第
40
回
海
外
社
会
経
済
視
察
団

Ⅳ

教
育
啓
発
活
動

1
�
講
演
会
、
講
習
会
等

左
記
の
他
、
企
業
経
営
の
必
要
性
・

重
要
性
等
を
踏
ま
え
適
宜
開
催

⑴
労
働
法
実
務
講
座

⑵
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

⑶
新
入
社
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

⑷
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー

⑸
人
事
労
務
に
関
す
る
税
務
セ
ミ
ナ
ー

⑹
決
算
書
読
み
方
・
使
い
方
セ
ミ
ナ
ー

⑺
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
4
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー

ラ
ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ

の
民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
年
収
引
き
上
げ
率
調
査

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
参
加

へ
の
情
宣

4
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
案
内

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監
督

者
の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で

の
法
律
実
務
」
平
成
29
年
改
定
版

販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

5
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料
の

紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、

資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な
ど

資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、資
料
の
紹
介
、斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業
へ

の
協
力

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

最
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
の
下
、
積
極
的
に
推
進

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、
情

報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経
協

と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交
換

3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の
推

薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体
と

の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

講演する東京大学大学院総合文化研究課教授 川島 真 氏

講演会の様子 Zoomによるオンライン

質問をする原敏成副会長
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近
年
、
ス
ト
レ
ス
社
会
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
、
メ
ン
タ
ル
不
調
を
訴
え
る
社

員
が
増
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
在
宅
勤
務
や
時

短
勤
務
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
部
下

と
直
接
接
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

組
織
の
管
理
職
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う

に
部
下
の
健
康
を
守
る
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、

職
場
の
ラ
イ
ン
上
に
い
る
管
理
者
が
部

下
の
�
心
の
健
康
�
を
ケ
ア
す
る
た
め

に
、
相
談
対
応
や
職
場
の
環
境
改
善
等

に
取
組
む
「
ラ
イ
ン
ケ
ア
」
が
大
変
有

効
で
あ
り
、
日
常
的
に
部
下
の
様
子
を

把
握
し
て
い
る
上
司
が
部
下
の
変
化
を

察
知
す
る
こ
と
で
、
ま
だ
症
状
が
軽
い

う
ち
に
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
三
月
四
日
㈭
、
㈱
イ
ン

ソ
ー
ス
の
高
橋
啓
子
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、
第
四
回
働
き
方
改
革
・
働

き
が
い
向
上
委
員
会
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
研
修
〜
管
理
職
ラ
イ
ン
ケ
ア

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施

し
、
九
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◇
講
演
概
要

1
�
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
状

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
調
査

結
果

・
管
理
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割

・
組
織
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

取
り
組
む

①
欠
勤
と
休
業
に
よ
る
損
失
の
予

防
・
防
止

②
作
業
能
率
の
低
下
の
予
防
と
防
止

③
医
療
費
、
傷
病
手
当
金
の
増
加
の

予
防
と
防
止

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
取
り
組
む
際
の

心
構
え

①
誰
し
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題

に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
る

②
い
い
仕
事
に
対
す
る
投
資
と
考
え

る

2
�
ラ
イ
ン
ケ
ア

※
ラ
イ
ン
ケ
ア
の
前
提
と
し
て
…
ラ

イ
ン
ケ
ア
は
、
部
下
や
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
が
メ
ン
タ
ル
不
調
に
陥
ら
な
い
よ
う
、

業
務
量
の
調
整
や
職
場
づ
く
り
を
す
る

と
い
っ
た
予
防
的
な
位
置
づ
け
で
行
う

・
ラ
イ
ン
ケ
ア
と
は

管
理
職
（
監
督
者
、
リ
ー
ダ
ー
的
立

場
の
人
）
が
、
メ
ン
バ
ー
の
心
の
健
康

づ
く
り
対
策
の
た
め
に
行
う
活
動
の
こ

と
。具

体
的
な
ポ
イ
ン
ト

①
メ
ン
バ
ー
の
特
徴
や
傾
向
を
知
る

②
職
場
環
境
の
問
題
点
を
把
握
し
、

改
善
に
取
り
組
む

③
メ
ン
タ
ル
不
調
の
予
兆
を
把
握
し
、

適
切
な
対
応
を
と
る

・
メ
ン
バ
ー
の
特
徴
と
傾
向
を
知
る

①
性
格
・
働
き
方
の
特
徴

②
タ
イ
ミ
ン
グ
（
き
っ
か
け
と
年

齢
）

・
職
場
環
境
の
問
題
点
の
把
握
と
改
善

①
過
剰
な
負
担
を
軽
減
す
る
（
各
メ

ン
バ
ー
の
業
務
の
現
状
を
知
る
、

業
務
量
負
担
の
バ
ラ
つ
き
を
な
く

す
、
業
務
の
負
担
を
軽
減
す
る
）

・
職
場
で
メ
ン
タ
ル
不
調
者
に
気
づ
い

た
際
の
対
応

①
一
人
に
さ
せ
な
い
・
放
置
し
な
い

②
声
を
か
け
る

③
話
を
聴
く
際
の
注
意

④
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
際
の
留
意
点

・
相
談
窓
口
を
明
確
に
し
て
お
く

①
組
織
内
に
産
業
医
が
い
る
場
合

②
組
織
と
し
て
外
部
の
従
業
員
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
Ｅ
Ａ
Ｐ
）
と

契
約
が
あ
る
場
合

③
産
業
医
も
Ｅ
Ａ
Ｐ
契
約
も
な
い
場

合

3
�
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
観
点
か
ら
の

職
場
づ
く
り

・
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
行

っ
て
い
る
工
夫
や
取
り
組
み

・
前
向
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

土
壌
を
作
る

・
承
認
欲
求
を
満
た
し
、
帰
属
意
識
を

持
て
る
こ
と

・
職
場
で
は
意
識
し
て
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
言
葉
」
を
使
う

4
�
テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
考
え
る

①
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
ス
ト
レ
ス
要
因

②
テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調

【
参
考
】
メ
ン
タ
ル
不
調
で
の
休
業
か

ら
職
場
復
帰
ま
で
の
支
援
・
ス
ト
レ
ス

へ
の
対
処
（
セ
ル
フ
ケ
ア
）

当
日
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
機
会

も
多
く
取
り
入
れ
、
他
社
の
方
と
の
情

報
交
換
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

・
他
社
の
同
じ
様
な
担
当
の
方
の
経
験

談
等
や
様
々
な
意
見
を
聴
く
こ
と
が

出
来
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

・
実
務
に
活
か
せ
る
内
容
が
多
く
、
一

つ
ず
つ
実
行
し
て
い
き
た
い
。

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
減
少
し
て
い
る
中
、
職
場
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
知
識
を
学

ん
で
部
下
へ
の
対
応
を
理
解
し
、
ラ
イ

ン
ケ
ア
の
方
法
を
具
体
的
に
習
得
す
る

機
会
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
効
果
的

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

第
四
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
（
管
理
職
ラ
イ
ン
ケ
ア
）

〜
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
知
識
を
身
に
付
け
、

部
下
へ
の
対
応
を
理
解
し
て
、
心
身
共
に
良
好
な
職

場
を
築
く
（
在
宅
勤
務
時
の
対
応
を
含
む
）
〜
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

講演を行う㈱インソース講師 高橋啓子氏

オンライン開催の様子
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
仕
事
や
生
活
は
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
ま
さ
に「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
」、

将
来
の
変
化
が
予
測
で
き
な
い
今
だ
か

ら
こ
そ
、キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
け
る�
将

来
あ
る
べ
き
姿
�
を
前
向
き
に
描
い
て
、

そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
歩
踏
み
出
し

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
視
点
に
立
ち
、
三
月
一
二

日
㈮
、「
第
三
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、

二
五
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
世
界
で

ニ
ッ
カ
、
サ
ン
ト
リ
ー
と
並
び
称
さ
れ

る
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
�
イ
チ
ロ
ー
ズ
モ

ル
ト
�
を
製
造
す
る
株
式
会
社
ベ
ン
チ

ャ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー

ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
の
吉
川
由
美
氏
を
お
招
き
し
、

「
一
番
大
切
な
の
は
今
！
〜
�
や
っ
て

み
た
い
�
に
素
直
に
挑
戦
〜
」
と
題
し

て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

第
二
部
で
は
、
ワ
ー
ク
を
通
し
て
キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

描
い
て
、
一
歩
踏
み
出
す
た
め
の
「
目

標
と
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
第
三
部

で
参
加
者
お
一
人
ず
つ
に
、
明
日
か
ら

の
行
動
計
画
を
宣
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
第
一
部

基
調
講
演
概
要

吉
川
氏
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
後
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
移
住

さ
れ
、
ウ
イ
ス
キ
ー
に
携
わ
る
仕
事
に

従
事
さ
れ
ま
し
た
。帰
国
後
、現
在
の
株

式
会
社
ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
の
ブ

ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
就
任
さ
れ
、世

界
の
ウ
イ
ス
キ
ー
業
界
に
著
し
い
貢
献

を
果
た
し
た
人
物
を
表
彰
す
る「
ア
イ
コ

ン
ズ
・
オ
ブ
・
ウ
イ
ス
キ
ー
」
で
「
ワ
ー

ル
ド
ウ
イ
ス
キ
ー・ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
と
い
う
賞
を

受
賞
さ
れ
、そ
の
ご
活
躍
は
世
界

レ
ベ
ル
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
吉
川
氏
は
ご
自
身
で
も

㈱
ハ
イ
ラ
ン
ダ
ー
イ
ン・ジ
ャ
パ
ン

の
代
表
と
し
て
、「
ハ
イ
ラ
ン
ダ

ー
イ
ン
秩
父
」
と
い
う
英
国
式

Ｐ
Ｕ
Ｂ
も
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
「
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
」「
困
り
ご
と
サ
イ
ク
ル
」

と
い
っ
た
観
点
か
ら
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通

し
た
気
づ
き
と
し
て
「
選
ん
だ
こ
と
を

正
解
に
す
る
覚
悟
を
持
つ
」「
多
角
的

な
価
値
観
を
持
つ
」
こ
と
の
重
要
性
に

触
れ
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
指
針
と
し
て
、

以
下
の
四
つ
の
点
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

1
�
目
の
前
の
こ
と
に
前
向
き
に
取
り

組
む
（�
今
�
の
積
み
重
ね
が
将
来

を
作
り
、
信
頼
感
を
得
ら
れ
る
）

2
�
無
駄
な
経
験
は
な
い
（
経
験
と
体

験
が
自
分
の
価
値
観
を
構
築
し
て
く

れ
る
）

3
�
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
（
失
敗
や
難

し
い
こ
と
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
）

4
�
価
値
の
発
見
（
価
値
観
の
違
い
に

気
づ
く
）

◇
第
二
部

個
人
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ

シ
ェ
ア
概
要

当
会
事
業
課
長
で
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
町
田
恭
子
の
進
行
に
よ
り
、

以
下
の
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
後
は

グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
し
、
キ
ャ
リ
ア
に

関
し
て
様
々
な
考
え
方
や
取
組
み
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
自
身
の
ワ
ー
ク

の
補
足
を
行
い
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

【
ワ
ー
ク
①
「Can

・M
ust

・W
ill

」

の
作
成
】

事
前
課
題
と
し
て
作
成
し
て
い
た
だ

い
た
「Can

・M
ust

・W
ill

」
の
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で

共
有
し
ま
し
た
。

【
ワ
ー
ク
②
「
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
】

「Can

・M
ust

・W
ill

」
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
中
か
ら
、
強
化
し
て
い
き

た
い
自
身
の
「
強
み
」
や
「
こ
れ
か
ら

取
り
組
み
た
い
こ
と
」
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
ど
ん
な
自
分
に
な
り
た
い
の
か

を
思
い
描
き
な
が
ら
、短
期
・
中
期
・
長

期
の「
目
標
」を
設
定
し
ま
し
た
。

【
ワ
ー
ク
③
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
」
の

策
定
】

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
で
描
い
た
目
標

を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
に
、
短
期
・

中
期
・
長
期
の
「
行
動
計
画
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

◇
第
三
部

宣
言
概
要

参
加
者
お
一
人
ず
つ
に
「
明
日
か
ら

取
組
む
こ
と
」を
宣
言
い
た
だ
き
、実
行

へ
の
意
欲
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

・
目
標
だ
け
で
な
く
実
際
の
行
動
計
画

に
落
し
込
む
こ
と
で
、
す
ぐ
に
行
動

に
移
す
こ
と
が
出
来
た
。「
な
り
た

い
自
分
」
に
一
日
ず
つ
近
づ
い
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。

・
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
考
え
直
す
こ

と
が
で
き
た
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

予
測
困
難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
将

来
あ
る
べ
き
自
身
の
姿
を
前
向
き
に
描

い
て
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
歩
踏

み
出
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

講演を行う㈱ベンチャーウイスキー 吉川由美氏

第
三
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

「�
将
来
あ
る
べ
き
姿
�を
描
き
、実
現
に
向
け
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
！
〜
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン・キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
を
描
い
て
、一
歩
踏
み
出
す
た
め
の『
目
標
と
行
動

計
画
』を
策
定
す
る
〜
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

第2部個人ワーク・グループシェア 進行の様子①

第2部個人ワーク・グループシェア 進行の様子②

第3部宣言とその後の感想発表の様子
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固体触媒の調製および構
造解析、固体触媒反応、
電気化学反応、酸化物ナ
ノ粒子合成

学歴・略歴
荻原 仁志
（おぎはら ひとし）
1977年生まれ。2005年3
月東京工業大学博士後期
課程修了。博士（工学）。
日本学術振興会特別研究
員、東京工業大学助教を
経て、2017年4月より現
職。専門は資源やエネル
ギーに関連する触媒化学、
電気化学。

私たちの豊かな生活は、限りあ
る石油資源から成り立っています。

しかし有限な資源を永遠には利用できないため、
化学産業のパラダイムシフトが求められます。石
油に代わる資源として「天然ガス」が注目されて
います。近年では「シェール革命」とよばれる技
術革新によって天然ガスの埋蔵量が増大していま
す。現在、天然ガスは家庭では都市ガス、火力発
電所では燃料として利用されていますが、いずれ
も燃焼しているだけで化学的に有効利用されてい
るとは言いがたい状況です。もし、天然ガスから
プラスティックや医薬品が合成できれば、石油に
依存しない社会を構築することができます。天然
ガスの主成分はメタンですが、メタンは難反応性
の分子であり、その化学転換は夢の反応のひとつ
とされています。私たちはメタンをエチレンやベ
ンゼンといった化学産業の基幹物質に転換する反
応系を開発しています。
持続可能な社会ではクリーンなエネルギー源も
求められます。現在の化学産業は化石資源の燃焼
熱をエネルギーに利用しています。ここで注目さ
れるのが太陽光や風力から得られる「再生可能エ

ネルギー」です。再生可能エネルギーの特長のひ
とつはエネルギーとして電力が得られることです。
もし電力をエネルギー源にした化学工業を確立で
きれば、クリーンな化学産業が達成されます。そ
こで私たちは電気化学的な物質転換に取り組んで
います。最近では、化学産業の重要な物質群（ア
ルデヒド、エステル、アセタール）を効率的に合
成できる電解法を見出しています。
メタン転換や電解合成において重要な役割を果
たすのが「触媒」です。私たちは固体触媒の研究
をしており、その機能の真髄は“表面”にありま
す。ノーベル物理学賞受賞者のパウリは「固体は
神が創りたもうたが、表面は悪魔が創った」とい
いました。固体表面は複雑で、その理解が難しい
ことを意味します。私たちはこの表面という悪魔
を手なずけ、望みの反応を引きおこす触媒を合成
することを
目指して、
研究に取り
組んでいま
す。

レアアース相互分離

学歴・略歴
半田 友衣子
（はんだ ゆいこ）
2010東京工業大学大学院
理工学研究科化学専攻博
士課程修了、博士（理学）、
産業技術総合研究所研究
員・主任研究員を経て
2016より現職。

レアアースは日本の最先端産業
を支える重要な元素郡である一方

で、安定供給確保が政策的に困難であり、レアア
ースリサイクルが重要視されています。また、最
近では南鳥島海底の超高濃度レアアース泥からの
レアアース回収技術の確立も急がれています。こ
れらにおいて、レアアース分離は最も重要なプロ
セスの1つです。私はこれまで、水を溶媒として
用いる環境調和型な高選択的レアアース相互分離
法の研究に取り組んできました。古典的手法であ
る分別沈殿法は、分離能が低いことが理由でほと
んど使われなくなりましたが、レアアースに対す
る分離能が高いリン酸エステルを上手く利用した
例がありませんでした。リン酸エステルは、＝O
と－OHを使用して2座配位をとり得るので、適
切な溶液条件を組めば金属イオンと有機配位子が
連続的に架橋された“配位高分子”を形成するは
ずです。実際に、リン酸エステル配位高分子とし
てNd3＋とDy3＋を分別沈殿させると、無機
塩生成を利用する場合よりもはるかに優れた分離
が可能であることを明らかにしました。一方で、
リン酸エステルそのものを固体化した配位高分子

を使えば、レアアースに選択的なイオン交換が起
こるはずだと考え、レアアース元素間で選択性を
示す水溶液系でのレアアース相互分離の可能性を
実証しました。また、リン酸エステル配位高分子
をモノリス状クライオゲルにする方法を考案し、
イオン交換反応速度を向上しました。さらに面白
いことに、イオン交換率に依存して選択性が変化
する現象を捉え、従来法では起こりえない選択性
の発現に成功しました。分離系への展開にはまだ
多くの問題が残されていますが、相互分離が困難
であるレアアースの分離選択性を自在に操れる系
を創り出すことを目指しています。この他にも、
生体分子を整列させて新たな分子認識能を発揮さ
せる研究や、ハイドレート表面での物質吸着現象
の解明に取り組んでいます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111222222222222222222222222444444444444444444444444回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

配位高分子を利用するレアアース相互分離
大学院理工学研究科 物質科学部門 物質基礎領域 半 田 友衣子 助教

持続可能な社会を目指した触媒反応システムの開発
大学院理工学研究科 物質科学部門 物質基礎領域 荻 原 仁 志 准教授
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「デザイン経営」の潮流について
総合機械学科　町　田　由　徳  准教授

町田　由徳（まちだ　よしのり）准教授　東京造形大学造形学部デザイン学科卒業　岡崎女子短期大学現代ビジネス学科准教授等
を経て、2020年4月より現職。ユニバーサル・デザインの思想に基づいた製品デザインや、「デザイン思考」導入・教育メソッドの
研究に取り組む。（連絡先：048-564-3845／machida @iot.ac.jp）

　「デザインに積極的な企業は、デザインに対す
る投資額の4倍の利益を得ている」これは英国 
British Design Councilによるレポートの一節です。

この「デザイン」を経営に積極活用する「デザイン経営」という概念が、現代ものづく
りの一つのトピックになっています。
　経済産業省と特許庁による報告書「デザイン経営宣言」（2018年）では、デザイ
ン経営とはデザイン責任者が製品の造形のみならず、事業戦略、製品・サービス
開発の最上流から参画し、エンジニアリング部門や経営部門と協働しながら、ユー
ザー観察や迅速な試作など、デザインの手法を活用して「イノベーション」を創出し、
製品・サービスのオリジナル性と企業のブランド価値向上を求めるもの、としています。
　「イノベーション」は「発明」のイメージが強いですが、その名付け親であるシュン
ペーターは「新しい要素の結合」として説明しています。つまりイノベーション創出と
は新規技術の発明に限らず、既存技術の組み合わせや、分野外の知識導入が
重要であり、そのためには既存の慣習に囚われず、ユーザーのために最適な形状
やサービスを設計する「デザイン」の発想、プロセス活用が有効なのです。
　以前は「モノからコトへのパラダイムシフト」が盛んに言われましたが、近年では

「モノorコト」から「モノ&コ
ト」へと潮流が移り、新しい
発想の製品・サービスが求
められています。（図2）こうし
た時代背景に対応し、もの
つくり大学では2022年度より
全学科共通の新規科目「デ
ザイン思考」を開講し、その
思考でイノベーションを創出
するテクノロジストの養成を
目指しています。デザイン経
営やデザイン思考について
さらに詳しい情報をお求め
でしたら、気軽にお声がけ
頂ければ幸いです。

八代　克彦（やしろ　かつひこ）教授　博士（工学）、学長補佐（認証評価担当） 東京工業大学在学中に中国の洞穴住宅ヤオトン研究
のため西安冶金建築学院（現西安建築科技大学）に中国政府給費留学。2005年ものつくり大学着任、現在に至る。

（連絡先：048-564-3862 ／yashiro@iot.ac.jp)

ものつくり大学では、2010年から当時の神本学
長の「本学を元気にし、本学の存在感をアピールする」通称「学長プロジェク
ト」が発足し、その意思は今も受け継がれています。本学の教育理念である
実技・実務教育で培ったスキルやホンモノに対する手触り感を発揮するために、
製造（2022年４月、情報メカトロニクスに改称予定）・建設両学科の協働で世界
遺産級の名作住宅や工業製品などを原寸で忠実に再現することにしました。
◆第１弾として、2011年２月、フランスの建築家ル・コルビュジエの終の棲家「カッ
プ・マルタンの休暇小屋」に白羽の矢を立て、南仏地中海沿岸に、学生10名・
教職員6名の総勢16名で現地実測調査を敢行し、この５坪ばかりの小さな世
界遺産をネジ１個から家具・照明を含め丸ごと１棟、キャンパス内の調整池の畔
に再現しました。ル・コルビュジエの世界遺産といえば日本には上野の西洋美
術館がありますが、本学の「休暇小屋」もその精巧な出来映えが評価され、パ
リのル・コルビュジエ財団から正式なレプリカとしてお墨付きをいただきました。
◆卒業制作「休暇小屋」は、その後六本木ヒルズの森美術館の目にも留まり、
2018年４-9月の「建築の日本展」におけるメイン展示のひとつとして、千利休作
で現存唯一の茶室・国宝「待庵」を、内部に入って空間体験できるかたちで再

現し、50万人超える入場者を記録しました。
◆ル・コルビュジエについては、第２弾のスイス・レマン湖畔の世界遺産、通称

「母の家」に2016年から着手しています。「休暇小屋」では調整池を＜地中
海＞に、そして今回「母の家」では調整池を＜レマン湖＞に見立て目下、施工
中です。
注： 休暇小屋・待庵の制作過程等については【YouTube検索】
　 ⇨ものつくり大学 休暇小屋または待庵　でご覧いただけます。

手触りの世界遺産：ル・コルビュジエから茶室「待庵」へ
建設学科　八　代　克　彦  教授

今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。
埼玉県経営者協会 専務理事　廣澤　健一　☎048‐647‐4100

048‐641‐0924

「ものつくり大学」へようこそ
連 載
第105回

「カップ・マルタンの休暇小屋（内部）」

ものつくり大学の調整池の畔に再現した世界遺産の原寸レプリカ

「母の家（施工中）」

図２ 「モノorコト」から「モノ&コト」への潮流

図1 拡張するデザイン領域
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埼
玉
県
の
委
託
事
業
と
し
て
当
会

が
受
託
し
て
お
り
ま
し
た
「
埼
玉
県

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事

業
」
は
、
令
和
二
年
度
で
事
業
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
上
で
企

業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

や
学
校
へ
の
情
報
提
供
機
能
な
ど
も

備
え
た
「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
も
令
和
三
年

三
月
三
十
一
日
を
持
ち
ま
し
て
閉
鎖

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
年
に
亘
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
企
業
の
皆
さ
ま
、
大
学

を
は
じ
め
と
す
る
学
校
関
係
者
の
皆

さ
ま
、
そ
し
て
学
生
の
皆
さ
ま
に
感

謝
を
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
や
は
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
大
き
く
受
け
、
企
業
の
募
集
件

数
、
学
生
の
登
録
数
・
応
募
数
、
そ

し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
数
は
例
年
に
比
べ

大
き
く
減
少
し
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
。

　

企
業
は
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
不
安
か

ら
従
来
の
リ
ア
ル
に
よ
る
就
業
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
が
難
し
く
な
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
も
見
据
え
て
、

様
々
な
工
夫
と
ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
い

ま
し
た
が
、
一
週
間
以
上
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
実
行
が
難
し
く
、
ワ
ン
デ

イ
か
ら
長
く
て
も
三
日
程
度
の
日
程

が
主
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
も
大
学
の
授
業
科
目

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
中
止
と
な
っ
た
事
例
が
多
く
、

大
学
が
承
認
す
る
夏
休
み
を
中
心
と

し
た
単
位
付
与
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
も
激
減
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
令
和
二
年

度
は
夏
休
み
中
心
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
か
ら
冬
・
春
休
み
を
利
用
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
に
シ
フ

ト
す
べ
く
本
会
も
周
知
・
啓
発
を
図

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
二
度
の
緊
急
事
態
宣
言
発

令
な
ど
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

や
マ
ッ
チ
ン
グ
会
な
ど
に
大
き
く
影

響
を
受
け
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
こ
の
よ
う
な
時
期
に
遭

遇
し
た
学
生
に
は
何
の
非
も
無
く
、

入
学
式
・
卒
業
式
、
授
業
や
課
外
活
動
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
就
職
活
動
そ
し
て
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
、
昨
年
度
ま
で

の
様
相
と
は
一
変
す
る
一
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
に
な
り
ま
し
て
も
コ

ロ
ナ
禍
は
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
企

業
の
皆
さ
ま
に
は
更
な
る
工
夫
で
イ

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
業
終
了
の
お
知
ら
せ

システム終了のお知らせ（システムHP）

「人生100年時代」の資産形成と
埼玉県の医療体制を応援します。

詳しくは
埼玉りそな銀行の
特設サイトへ！

「人生100年時代」のため、ESG投資と
国際分散投資により中長期の資産形成
をサポートします。

資産運用を通じて地域・社会へ貢献する
とともに、対象投資信託を通じた寄附に
より埼玉県の医療体制を応援します。

お客さまの資産形成をサポート

埼玉県の医療体制を応援

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
受
入

に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
を

は
じ
め
学
校
の
方
々
も
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
や
就
職
活
動
の

一
環
と
し
て
重
要
性
を
増
し

て
き
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

埼
玉
県
の
事
業
と
し
て
、

本
会
が
管
理
・
運
営
し
て
お

り
ま
し
た
埼
玉
県
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
閉
鎖

と
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
、

会
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
採
用
活
動
な
ど
に
は
個
別

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
相
談
や
依
頼
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

［
本
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
］

　

埼
玉
県
経
営
者
協
会

　

事
務
局

　

℡　

〇
四
八
―
六
四
七
―

四
一
〇
〇

担
当　

宮
田
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第 

二　

新
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
の
活
用
の
た
め
に
㈤

一
一　

新
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の

運
用
を
め
ぐ
る
問
題

（
六
）会
議
、
打
ち
合
わ
せ
等
の
た
め

の
出
勤
時
刻
指
定
の
命
令
は
で
き
る

か
　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
は
、「
そ

の
労
働
者
に
係
る
始
業
及
び
終
業
の
時

刻
を
そ
の
労
働
者
の
決
定
に
ゆ
だ
ね

る
」
労
働
時
間
制
度
で
あ
る
か
ら
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
労
働
者
に
対
し
、

コ
ア
タ
イ
ム
は
別
と
し
て
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
の
時
間
帯
に
つ
い
て
、
何
時
に
出
勤

せ
よ
と
始
業
時
刻（
勤
務
開
始
時
刻
）を

指
示
し
た
り
、
何
時
ま
で
労
働
せ
よ
と

い
う
い
わ
ば
終
業
時
刻（
勤
務
終
了
時

刻
）を
指
定
す
る
業
務
命
令
な
ど
は
原

則
と
し
て
で
き
な
い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
厚
労
省
の
見
解
で

は
、「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
お
い

て
は
、
使
用
者
が
早
出
を
命
ず
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
の
趣
旨
と
矛
盾
し
、
あ
り
え
な

い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
と
は
、
始
業
及
び
終
業

の
時
刻
の
決
定
を
労
働
者
の
自
由
な
決

定
に
ゆ
だ
ね
る
制
度
を
い
う
も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
、

何
ら
か
の
都
合
で
早
出
を
さ
せ
た
い
と

す
る
な
ら
ば
、
労
働
者
の
同
意
を
得
、

労
働
者
の
自
発
的
な
意
思
で
、
早
く
出

勤
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の

場
合
の
労
働
時
間
の
算
定
は
、
通
常
の

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
同
様
、
清
算

期
間
を
通
じ
て
計
算
を
す
る
こ
と
と
な

ろ
う
。」（
旧
労
働
省
労
働
基
準
監
督
課

編
著『
新
訂
版
・
改
正
労
働
基
準
法
の

実
務
解
説
一
〇
六
頁
』
と
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
業
務
上
、
当
該
労
働
者
が

担
当
す
る
業
務
の
遂
行
上
や
む
を
得
な

い
ア
ポ
イ
ン
ト
時
刻
の
定
ま
っ
た
取

引
先
の
来
訪
や
営
業
上
の
打
ち
合
わ
せ
、

関
係
官
庁
の
調
査
、
他
部
署
と
の
会
議

打
ち
合
わ
せ
、
税
務
署
の
実
地
調
査
な

ど
に
つ
い
て
、
そ
の
時
間
に
は
ど
う
し

て
も
担
当
者
で
あ
る
労
働
者
本
人
の
出

勤
が
必
要
な
場
合
に
、
そ
の
旨
を
労
働

者
に
告
げ
て
始
業
時
刻
を
指
定
し
た
当

該
勤
務
を
要
請
す
る
こ
と
は
、
企
業
社

会
通
念
上
不
合
理
で
は
な
く
、
業
務
運

営
上
許
さ
れ
た
行
為
で
あ
り
、
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
の
場
合
に
お
い
て
も
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
本
人
の
同
意

を
得
れ
ば
さ
し
つ
か
え
な
い
が
、
本
人

が
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
理
由
に
使

用
者
の
要
請
を
拒
否
す
る
と
い
う
場
合

に
そ
れ
が
正
当
か
問
題
と
な
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
の
対
象
労
働
者
は
、
通
常
労

働
者
の
よ
う
な
始
・
終
業
時
刻
の
拘

束
は
受
け
な
い
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、

業
務
上
の
必
要
性
が
あ
り
、
本
人
の
職

務
と
し
て
も
当
該
業
務
の
誠
実
な
履
行

と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
場
合

に
お
い
て
、
働
き
方
が
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
当
該
業

務
を
適
正
に
行
わ
ず
放
棄
し
て
も
よ
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
始
・
終
業
時
刻
の
自
主

決
定
と
い
う
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
勤
務

の
内
在
的
制
約
と
し
て
、
む
し
ろ
、
労

働
時
間
の
自
主
決
定
制
に
伴
う
効
果
な

い
し
義
務
と
し
て
、
自
由
に
始
・
終
業

時
刻
を
自
分
の
意
思
で
決
定
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
り
業
務
を
適

正
に
遂
行
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
よ
う
な
内
在
す
る
誠
実
勤
務
義
務
に

反
し
て
労
働
者
が
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
を
理
由
に
労
働
時
間
を
指
定
時
間

へ
自
主
変
更
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ

と
は
、
本
来
、
労
働
時
間
の
自
主
決
定

の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
だ
か
ら
と
い
っ

て
許
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
解

さ
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の

適
用
者
で
あ
る
以
上
は
、
始
・
終
業
時

刻
の
自
由
決
定
制
は
法
律
上
の
前
提
で

あ
る
た
め
、
自
主
決
定
の
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
の
時
間
帯
に
お
い
て
は
、
あ
く

ま
で
も
、
使
用
者
と
し
て
は
要
請
と
し

て
対
応
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
。
労
働

者
と
し
て
は
、
そ
の
要
請
に
応
ず
る
よ

う
に
当
該
時
刻
を
自
ら
の
勤
務
時
間
と

し
て
選
択
し
て
、
当
該
指
定
時
刻
に
自

主
決
定
を
し
て
出
勤
し
、
自
己
の
業
務

を
円
滑
に
遂
行
す
べ
き
信
義
則
上
の
義

務
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
七
）業
務
の
性
質
上
時
刻
の
定
ま
っ

た
業
務
へ
の
出
勤
時
刻
は
本
人
の
自

主
決
定
か
業
務
命
令
か

　

こ
の
よ
う
な
労
働
者
の
自
主
決
定

に
よ
り
対
応
す
べ
き
と
の
考
え
方
に

対
し
て
、
次
の
よ
う
に
業
務
命
令
の

優
先
説
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
会
議
へ
の
出
席
や
出

張
の
業
務
命
令
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
に
お
け
る
労
働
者
の
労
働
時
間

選
択
の
自
由
に
優
先
す
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
使
用
者
は
必
要
に
応
じ

て
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
適
用
労

働
者
に
対
し
て
も
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
中
に
お
け
る
会
議
へ
の
出
席
や
出

張
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
日

経
連
事
務
局
編（
旧
）『
改
正
労
働
基

準
法
の
早
わ
か
り
』
一
〇
四
頁
）と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。

　

こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
労
働
契

約
に
お
い
て
は
業
務
を
実
施
す
る
こ

と
が
労
働
の
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
は

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

　
　
見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

︱
第
一
二
六
回
︱

働
き
方
改
革
推
進
法
に
よ
る

　
　
　
　
　
就
業
規
則
改
正
の
実
務
⑹

弁
護
士　

安　

西　
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使
用
者
の
指
揮
命
令
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
労
務
の
提
供
が

優
先
し
、
提
供
方
法
と
し
て
、
労
働

時
間
制
度
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
労

働
時
間
が
業
務
命
令
に
優
先
す
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
理

由
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
業
務
命
令

の
遂
行
方
法
と
し
て
の
始
・
終
業
時

刻
の
自
由
選
択
制
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
よ
う
な
提
供
方
法
を
と
る
限
り
そ

れ
は
労
働
基
準
法
と
い
う
法
定
の
労

働
す
る
手
段
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
法

定
要
件
は
遵
守
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
そ
の
よ
う
な
法
定
要
件
よ
り

も
業
務
命
令
が
優
先
す
る
と
は
解
せ

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
料
す

る
。

　

そ
こ
で
、
前
述
の
当
該
業
務
命
令

を
円
滑
に
実
施
す
る
義
務
を
労
働
者

が
負
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者

の
自
主
的
決
定
に
よ
る
業
務
遂
行
と

し
て
、
始
業
時
刻
を
当
該
業
務
の
開

始
時
刻
に
自
主
決
定
に
よ
り
合
致
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
労
働
時
間
制

度
と
し
て
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の

性
質
上
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解

さ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
と
し
て
、
日
頃
労
働
時
間
の
自
主

的
選
択
が
許
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
や
重
要
な

業
務
上
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
た
と

え
ば
会
議
、
打
ち
合
わ
せ
等
他
の
部

署
の
労
働
者
や
他
社
の
者
と
の
連
携

を
と
り
共
同
し
て
業
務
を
遂
行
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
業
務
開
始
時
刻
の

指
定
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た
性
質
の

業
務
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
自
主
的

選
択
と
し
て
、
自
己
自
身
の
自
主
的

と
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
対
応

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
場
合
に
は
、
通

常
労
働
者
よ
り
も
か
え
っ
て
日
頃
は

自
由
な
勤
務
で
あ
る
が
故
に
、
信
義

則
上
の
責
務
と
し
て
時
刻
指
定
に
応

じ
て
自
主
的
に
当
該
指
定
時
刻
を
自

己
選
択
し
て
業
務
を
遂
行
す
べ
き
こ

と
が
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
に

内
在
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

　

も
し
、
労
働
者
が
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
を
理
由
に
し
て
そ
の
よ
う
な

労
働
時
間
の
自
己
設
定
を
せ
ず
、
業

務
に
重
大
な
支
障
を
生
じ
さ
せ
た
り

会
社
の
信
用
を
損
な
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の

趣
旨
を
濫
用
し
、
就
業
秩
序
に
反
し

た
行
動
に
よ
り
業
務
に
支
障
を
生
じ

さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
懲

戒
処
分
の
対
象
と
な
る
も
の
と
解
さ

れ
る
。

（
八
）コ
ア
タ
イ
ム
の
繰
上
げ
・
繰
下

げ
は
業
務
命
令
と
し
て
で
き
る
か

　

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
労
働
者
の

自
己
決
定
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
自
体
の
中
で

適
法
な
使
用
者
の
指
揮
命
令
に
よ
っ
て

対
応
で
き
る
方
法
が
あ
る
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、

「
労
働
者
が
労
働
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
間
帯
」
で
あ
る
コ
ア
タ
イ
ム
を
設

定
し
て
い
る
場
合
に
、
労
使
協
定
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
者
の
指
揮

命
令
権
の
行
使
に
よ
る
そ
の
コ
ア
タ
イ

ム
の
繰
上
げ
、
繰
下
げ
を
行
う
と
い
う

方
法
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
労
働
時
間
の
繰
上
げ
、

繰
下
げ（
始
業
・
終
業
時
刻
の
変
更
を

指
示
し
て
の
業
務
の
遂
行
）は
、
従
来

か
ら
労
基
法
上
も
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
行
政
解
釈
は
、「
法
第

三
二
条
又
は
第
四
〇
条
に
定
め
る
労
働

時
間
は
実
労
働
時
間
を
い
う
も
の
で
あ

り
、
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
法
第
三
六

条
に
基
づ
く
協
定
及
び
法
第
三
七
条
に

基
づ
く
割
増
賃
金
の
支
払
を
要
す
る
の

は
、
右
の
実
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働

さ
せ
る
場
合
に
限
る
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
例
え
ば
労
働
者
が
遅
刻
を

し
た
場
合
そ
の
時
間
だ
け
通
常
の
終
業

時
刻
を
繰
り
下
げ
て
労
働
さ
せ
る
場
合

に
は
、
一
日
の
実
労
働
時
間
を
通
算
す

れ
ば
法
第
三
二
条
又
は
第
四
〇
条
の
労

働
時
間
を
超
え
な
い
と
き
は
、
法
第

三
六
条
に
基
づ
く
協
定
及
び
法
第
三
七

条
に
基
づ
く
割
増
賃
金
支
払
い
の
必
要

は
な
い
。」（
昭
二
九
・
一
二
・
一
基
収

六
一
四
三
号
）と
か
「
交
通
機
関
の
早

朝
ス
ト
ラ
イ
キ
等
一
日
の
う
ち
一
部
の

時
間
帯
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
交
通

事
情
等
の
た
め
、
始
業
終
業
時
刻
を
繰

下
げ
た
り
、
繰
上
げ
る
こ
と
は
、
実

働
八
時
間
の
範
囲
内
で
あ
る
限
り
時

間
外
労
働
の
問
題
は
生
じ
な
い
。」（
昭

二
六
・
一
〇
・
一
一
基
発
六
九
六
号
、

昭
六
三
・
三
・
一
四
基
発
一
五
〇
号
）

と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
場

合
、
始
・
終
業
時
刻
の
繰
上
げ
、
繰
下

げ
に
相
当
す
る
も
の
は
、
コ
ア
タ
イ
ム

の
始
業
・
終
業
時
刻
で
あ
り
、
労
使
協

定
で
定
め
れ
ば
コ
ア
タ
イ
ム
の
繰
上
げ
、

繰
下
げ
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、例
え
ば
、労
使
協
定
に
お
い
て
「
コ

ア
タ
イ
ム
は
、
各
労
働
日
に
お
い
て
午

前
一
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
と
す
る
。

前
項
の
コ
ア
タ
イ
ム
は
事
前
に
指
示
し

て
、
繰
上
げ
、
又
は
繰
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
っ
た
協
定
を
定
め
、
そ

れ
に
よ
り
こ
の
繰
上
げ
・
繰
下
げ
の
運

用
と
し
て
時
刻
指
定
の
会
議
、
打
合
せ

と
い
っ
た
業
務
を
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
の
中
の
運
用
と
し
て
行
う
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。

（
九
）対
象
労
働
者
が
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
を
理
由
に
時
刻
指
定
業
務
に

応
じ
な
か
っ
た
場
合

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
で
あ
っ
て

も
、
時
刻
が
指
定
さ
れ
た
会
議
、
打

合
せ
、
交
渉
、
調
査
対
応
、
営
業
説

明
等
々
相
手
方
と
の
関
係
で
時
刻
を

厳
守
し
た
業
務
を
行
う
必
要
が
あ
る

ケ
ー
ス
は
当
然
あ
り
得
る
し
、
ま
た

そ
れ
が
日
々
の
事
業
展
開
に
お
い
て
、

日
常
取
引
社
会
に
お
い
て
は
通
常
の

出
来
事
と
し
て
あ
り
得
る
。

　

そ
こ
で
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

も
、
こ
の
よ
う
な
企
業
社
会
に
お
け

る
日
常
を
前
提
に
し
て
の
制
度
で
あ

る
か
ら
、
前
記
し
た
よ
う
な
時
刻
指

定
業
務
に
対
応
す
る
手
段
が
労
使
協

定
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
る
仕
組
み
と
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な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
の
対
象
労
働
者
と
し
て
、
あ
く

ま
で
コ
ア
タ
イ
ム
以
外
は
始
・
終
業

時
刻
の
自
由
選
択
で
あ
る
と
し
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
中
で
の
時
刻
指
定

勤
務
に
応
じ
な
い
と
い
う
場
合
も
あ

り
得
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
指

定
時
刻
の
自
主
変
更
に
応
じ
な
い

で
業
務
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
と

い
う
態
度
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
を
濫
用
し
会
社
の
業
務
に
支
障
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
こ
の
よ
う
な
労
働
者
に
対
し
て

は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
対
象
者

で
あ
っ
て
も
個
別
的
に
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
を
適
用
せ
ず
、
あ
る
い
は

個
別
に
指
示
命
令
を
し
て
適
用
除
外

を
命
じ
て
、
通
常
の
定
型
的
労
働
時

間
の
勤
務
者
と
し
て
時
刻
指
定
勤
務

を
命
ず
る
方
法
も
あ
る
。

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
で
業
務
を

行
う
こ
と
は
、
使
用
者
の
勤
務
制
度

に
よ
る
指
揮
命
令
に
基
づ
く
業
務
の

遂
行
方
法
で
あ
っ
て
、
労
働
者
と
し

て
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
で
業
務
を

行
う
権
利
が
あ
る
と
い
う
性
質
の
も

の
で
は
な
い
か
ら
、
使
用
者
の
指
揮

命
令
と
し
て
当
該
労
働
者
を
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
の
勤
務
の
対
象
と
せ
ず
、

そ
の
制
度
か
ら
外
し
て
通
常
の
定
型

勤
務
を
命
ず
る
こ
と
は
差
し
支
え
な

い
の
で
あ
る
。

（
一
〇
）フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
労
働

時
間
の
労
働
者
本
人
に
よ
る
自
主
算

定
に
よ
る
管
理
は

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
で
あ
っ
て

も
、
一
人
ひ
と
り
の
労
働
者
に
つ
い
て

の
使
用
者
の
い
わ
ゆ
る
労
働
時
間
把
握

算
定
義
務（
労
基
法
一
〇
八
条
の
前
提

と
な
っ
て
い
る
義
務
）を
免
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
使
用
者
は
労
働
者
の
労
働

時
間
を
把
握
し
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
場
合
も
、

「
始
・
終
業
時
刻
は
本
人
の
自
由
に
ゆ

だ
ね
る
と
し
て
も
、
結
果
的
に
何
時
間

労
働
し
た
の
か
は
把
握
し
、
き
ち
ん

と
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
昭

六
三
・
三
・
一
四
基
発
一
五
〇
号
）と

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー

ダ
ー
を
利
用
し
た
り
、
勤
務
票
を
利
用

し
た
り
そ
の
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
労
働
時
間
の
管

理
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

方
法
の
一
つ
と
し
て
労
働
者
に
自
主
的

に
自
己
管
理
さ
せ
、
自
主
的
に
把
握
算

定
さ
せ
る
と
い
う
手
段
を
と
っ
て
も
さ

し
つ
か
え
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
労
働
者
本
人
自
身
が
、

会
社
の
定
め
る
所
定
の
様
式
に
よ
り
毎

日
の
始
・
終
業
時
刻
を
含
む
労
働
時
間

の
長
さ
、
深
夜
労
働
、
休
日
労
働
等
に

つ
い
て
自
己
の
勤
務
を
管
理
し
、
記
録

す
る
方
法
で
さ
し
つ
か
え
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
始
・
終
業
時
刻
を

自
主
的
に
決
定
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

労
働
者
本
人
の
自
主
管
理
の
場
合
に
は
、

故
意
か
否
か
は
別
と
し
て
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
オ
ー
バ
ー
タ
イ
ム
と
な

る
労
働
時
間
が
多
く
な
り
、
後
で
大
幅

な
時
間
外
労
働
手
当
の
問
題
が
生
ず
る

こ
と
も
あ
る
し
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス

残
業
的
な
結
果
が
生
ず
る
よ
う
な
事
案

も
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、

所
属
長
等
の
管
理
者
や
人
事
担
当
部
門

は
、
労
働
時
間
管
理
に
つ
い
て
従
業
員

各
自
の
行
う
自
ら
の
把
握
記
録
の
み
に

委
せ
き
り
に
す
る
の
で
は
な
く
管
理
者

と
し
て
、
清
算
期
間
の
総
労
働
時
間
や

月
別
の
一
カ
月
を
平
均
し
一
週
間
当
た

り
五
〇
時
間
を
超
え
な
い
時
間
を
念
頭

に
お
き
つ
つ
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
と

は
い
え
労
働
時
間
の
適
正
な
指
導
及
び

管
理
が
必
要
で
あ
る
。

　

短
期
・
有
期
雇
用
法
に
基
づ
く
同
一
労
働

「
指
針
」
で
は
、「
不
合
理
な
待
遇
の
禁
止
」

と
し
て
、「
病
気
休
職
」
に
つ
い
て
「
短
時

間
労
働
者（
有
期
雇
用
労
働
者
で
あ
る
場
合

を
除
く
。）に
は
、
通
常
の
労
働
者
と
同
一
の

病
気
休
職
の
取
得
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
有
期
雇
用
労
働
者
に
も
、
労
働

契
約
が
終
了
す
る
ま
で
の
期
間
を
踏
ま
え
て
、

病
気
休
職
の
取
得
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
企
業
で
は
、
一
般
に
正
社
員
に

対
し
て
は
休
職
制
度
を
設
け
て
お
り
、
就
業

規
則
で
、
例
え
ば
、「
私

傷
病
欠
勤
継
続
三
カ
月

に
至
っ
た
と
き
は
休
職
と

し
、
休
職
期
間
は
六
カ
月

で
、
こ
の
間
に
正
常
な
勤

務
に
復
帰
で
き
な
い
と
き

は
、
期
間
満
了
日
を
も
っ
て
退
職
と
す
る
。」

と
い
っ
た
定
め
を
し
て
い
る
。

　
「
指
針
」
に
よ
れ
ば
、
正
社
員
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
休
職
期
間
の
定
め
が
あ
る
場
合

に
は
、
無
期
雇
用
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
社
員

に
も
、
同
一
の
病
気
休
職
制
度
を
認
め
な
け

れ
ば
不
合
理
な
相
違
と
し
て
違
法
と
な
る
。

判
例
は
相
当
の
勤
務
継
続
を
要
件

　

一
方
、
最
高
裁
の
大
阪
医
科
薬
科
大
学
事

件
判
決（
令
和
二
年
一
〇
月
一
三
日
第
三
小

法
廷
）は
、
私
傷
病
に
よ
る
欠
勤
中
の
賃
金

に
つ
い
て
、
正
社
員
に
対
し
て
は
六
か
月
間

の
有
給
・
一
年
六
カ
月
〜
三
年
の
休
職
期
間

は
二
割
支
給
と
し
、
一
方
、
期
間
雇
用
の
ア

ル
バ
イ
ト
職
員（
三
年
程
度
更
新
し
て
い
る
）

に
は
、
こ
の
制
度
が
な
い
と
い
う
待
遇
の
相

違
は
不
合
理
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。

　

日
本
郵
便（
東
京
）事
件
判
決（
令
和
二
年

一
〇
月
一
五
日
第
一
小
法
廷
）は
、
休
職
で

は
な
く
私
傷
病
の
病
気
休
暇
に
つ
き
、
正
社

員
は
有
給
で
九
〇
日
、
有
期
の
契
約
社
員

は
無
給
で
一
〇
日
の
付
与
の
相
違
に
つ
い
て
、

「
相
応
に
継
続
的
な
勤
務
が
見
込
ま
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
私
傷
病
に
よ
る
病
気
休
暇
の
日

数
に
つ
き
相
違
を
設
け
る
こ
と
は
と
も
か
く
、

こ
れ
を
有
給
と
す
る
か
無
給
と
す
る
か
に
つ

き
労
働
条
件
の
相
違
が
あ
る
こ
と
は
、
不
合

理
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。
最
高
裁
と
し

て
は
、「
正
社
員
が
長
期
に
わ
た
り
継
続
し

て
勤
務
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
生
活
保
障
を
図
り
、
私
傷
病
の
療
養
に

専
念
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
継
続
的

な
雇
用
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
使
用
者
の
経

営
判
断
は
尊
重
し
う
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」

と
し
た
。
最
高
裁
判
決
は
、「
指
針
」
の
考

え
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

パ
ー
ト
へ
の
休
職
制
度
導
入
は
慎
重
に

　

休
職
期
間
の
性
質
は
、「
解
雇
猶
予
制
度
」

で
あ
り
、
長
期
に
私
傷
病
で
業
務
に
従
事
で

き
な
い
た
め
、
本
来
は
解
雇
す
べ
き
で
あ
る

が
、
一
定
期
間
の
猶
予
を
与
え
、
そ
の
間
に

通
常
勤
務
が
で
き
る
よ
う
回
復
し
た
場
合
に

は
解
雇
を
猶
予
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

パ
ー
ト
に
は
多
様
な
雇
用
形
態
が
あ
り
、
そ

れ
を
無
視
し
て
「
指
針
」
ど
お
り
正
社
員
と

同
一
の
休
職
制
度
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
休
職
制
度
の
性
質
、
目
的
か
ら
み
れ
ば

か
え
っ
て
不
適
当
と
思
わ
れ
る
場
合
も
多
い
。

そ
こ
で
、
最
高
裁
の
有
権
解
釈
が
行
政
上
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
指
針
」
に
優
先
す

る
の
で
、
企
業
と
し
て
は
当
面
の
対
応
と
し

て
は
判
決
の
趣
旨
に
従
い
、
企
業
会
社
の
一

般
の
動
向
を
み
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し
て
も

遅
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

パ
ー
ト
に
も

病
気
休
職
制
度
が
必
要
か

 

弁
護
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庭
園
の
残
る
大
正
期
の
二
棟
の
建
築

「
晩
香
廬
」「
青
淵
文
庫
」
の
内
部
公

開
も
行
う
。
︿
※
完
全
予
約
制
で
す
﹀

所
在 

：
東
京
都
北
区
西
ヶ
原
二
―
一
六
―
一

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
南
口

　

そ
の
後
、
第
二
部
と
し
て
情
報
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
自
社
の
近
況
や
取

組
み
、
ま
た
、
各
業
界
の
最
新
情
報
等

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

新
卒
採
用
イ
ベ
ン
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
う
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の
取

組
み
、B
to
B
か
ら
B
to
C
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の

様
々
な
変
化
を
前
向
き
に
捉
え
た
意
見

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

異
業
種
の
最
新
情
報
を
知
る
と
共
に
、

各
社
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
組
み
を
共
有

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

〇 

公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団

渋
沢
史
料
館
に
つ
い
て

　

渋
沢
栄
一
の
活
動
を
広
く
紹
介
す
る

博
物
館
と
し
て
、
一
九
八
二
年
に
開
館
。

か
つ
て
栄
一
が
住
ん
で
い
た
旧
渋
沢
邸

跡
地
に
建
つ
。
栄
一
の
生
涯
と
事
績
に

関
す
る
資
料
を
収
蔵
・
展
示
し
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
随
時
開
催
。
旧
渋
沢

重
に
、
体
制
の
中
で
生
き
長
ら
え
る

こ
と
を
選
択
し
た
。

・ 

渡
欧
経
験
の
中
で
、
今
後
の
日
本
が

導
入
す
べ
き
「
合
本
組
織
」
に
出
会

う
。
会
社
の
利
益
を
追
う
と
同
時
に

全
世
界
の
人
に
ど
れ
だ
け
の
利
益
を

も
た
ら
せ
る
か
、
と
い
っ
た
「
公
益

の
追
求
」
と
い
っ
た
視
点
を
得
た
。

・ 

帰
国
後
は
、
明
治
政
府
の
「
新
し
い

国
づ
く
り
」
に
関
わ
り
、
明
治
近
代

化
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
長
と
な
っ
て

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
必
要
な
も
の
を

会
社
組
織
と
し
て
立
ち
上
げ
、
産
業

振
興
に
力
を
注
い
だ
。

　

渋
沢
栄
一
の
経
済
と
道
徳
の
融
合
を

図
っ
た
経
営
哲
学
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
、

「
混
沌
と
し
た
時
代
に
こ
そ
立
ち
返
る

べ
き
本
質
や
原
点
」
に
関
し
て
学
ぶ
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
月
二
五
日
㈭
、
青
年
経
営
者
部
会

二
月
例
会
と
し
て
「
特
別
講
演
会
・
情

報
交
換
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

二
一
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
特
別
講
演
会
で
は
、

二
〇
二
〇
年
一
一
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
公
益
財
団
法
人　

渋
沢

栄
一
記
念
財
団　

渋
沢
史
料
館
館
長
の

井
上
潤
氏
を
お
迎
え
し
、「
近
代
日
本

資
本
主
義
の
父
」
と
呼
ば
れ
、
再
び
大

き
く
脚
光
を
浴
び
て
い
る
渋
沢
栄
一
の

経
営
哲
学
に
関
し
て
、「
現
代
に
生
き

る
渋
沢
栄
一
の
経
営
哲
学
〜
道
徳
経
済

合
一
で
持
続
可
能
な
経
営
を
目
指
す

〜
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◇
講
演
概
要

　
「
近
代
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
の

評
価
に
加
え
、
日
本
の
近
代
社
会
を
創

造
し
、
全
体
を
組
織
し
た
オ
ル
ガ
ナ
イ

ザ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ

る
渋
沢
栄
一
。
生
涯
を
通
じ
て
、
関
係

し
た
企
業
数
は
約
五
〇
〇
に
の
ぼ
り
、

新
し
い
国
づ
く
り
を
志
す
中
で
、
社
会

福
祉
事
業
や
教
育
に
も
思
い
を
馳
せ
、

約
六
〇
〇
の
社
会
事
業
団
体
に
関
与
し

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
貴
重
な
図
版
も
多
く
ご

紹
介
い
た
だ
き
な
が
ら
、
渋
沢
栄
一
が

何
を
目
指
し
て
、
ど
う
生
き
た
の
か
を

紐
解
き
、「
道
徳
経
済
同
一
」
の
考
え

に
至
っ
た
経
緯
や
、
人
間
・
渋
沢
栄
一

の
多
面
的
な
魅
力
に
関
し
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

・ 

単
な
る
実
業
家
で
は
な
い
「
近
代
化

の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
」、「
公
益
の
追

求
者
」・
渋
沢
栄
一

・ 

幼
少
の
頃
よ
り
、
藍
染
め
用
の
藍

玉
の
商
売
を
し
て
い
た
父
親
の
経
営

手
腕
に
間
近
に
接
し
商
売
に
触
れ
る

と
同
時
に
、
論
語
に
慣
れ
親
し
ん
だ
。

旺
盛
な
好
奇
心
を
持
ち
合
わ
せ
、
情

報
を
読
み
取
る
力
や
先
を
見
抜
く
洞

察
力
を
身
に
付
け
な
が
ら
、
柔
軟
な

思
考
や
総
合
的
な
判
断
力
を
身
に
付

け
て
い
っ
た
。

・ 

最
終
的
な
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、

大
き
な
選
択
に
迫
ら
れ
た
時
に
は
慎

特
別
講
演
会
「
現
代
に
生
き
る
渋
沢
栄
一
の
経
営

哲
学
～
道
徳
経
済
合
一
で
持
続
可
能
な
経
営
を
目

指
す
～
」
公
益
財
団
法
人　

渋
沢
栄
一
記
念
財
団

渋
沢
史
料
館
館
長　

井
上　

潤
氏
講
演
、
情
報
交

換
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

青
年
経
営
者
部
会
二
月
講
演
例
会

第2部　情報交換会の様子

講演会終了後の謝辞の様子

講演をする渋沢史料館館長
井上　潤氏（オンライン配信）

新部会員ご紹介牛山電工㈱
代表取締役社長　吉田忠将氏
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埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

本
会
と
の
共
催
で
、
令
和
二
年
度
働
く

女
性
応
援
講
座
を
W
i
t
h 

y
o
u

さ
い
た
ま
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
月
七
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
対
応

可
能
な
講
座
か
ら
順
次
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
受
講
生
同
士

の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
視
野

を
広
げ
、
多
く
の
学
び
を
得
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

◇
各
講
開
催
結
果

「
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～
ス
ト
レ
ス
と

上
手
に
付
き
合
う
方
法
～
」

（
講
師
：
内
海
典
子
氏
）一
一
月
四
日
㈬

開
催（
来
場
）・
十
三
名
参
加

「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル（
ア
サ
ー
シ

ョ
ン
）」

（
講
師
：
内
田
ひ
と
み
氏
）一
一
月
一
八

日
㈬
開
催（
来
場
）・
十
四
名
参
加

「
仕
事
の
進
め
方　

応
用
～
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
編
～
」

（
講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏
）一
一
月
二
六

日
㈭
開
催（
来
場
）・
十
一
名
参
加

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
基
礎
知
識
と
ラ
イ
ン
ケ
ア

～
」

（
講
師
：
山
岡
正
子
氏
）一
二
月
四
日
㈮

開
催（
来
場
）・
五
名
参
加

「
仕
事
の
進
め
方　

基
礎
～
基
礎
力
Ｕ

Ｐ
編
～
」

（
講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏
）一
二
月
一
二

日
㈯
開
催（
来
場
）・
十
一
名
参
加

「
問
題
解
決
基
礎
講
座
」

（
講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏
）一
月
一
二
日

㈫
開
催（
来
場
）・
五
名
参
加

「
女
性
活
躍
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

（
講
師
：
山
岡
正
子
氏
）一
月
二
二
日
㈮

開
催（
オ
ン
ラ
イ
ン
）・
六
名
参
加

「
自
分
の『
強
み
』を
知
っ
て
伸
ば
そ
う
」

（
講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏
）一
月
二
九
日

㈮
開
催（
オ
ン
ラ
イ
ン
）・
六
名
参
加

令
和
二
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
催

「
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル　

基
礎
」

（
講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏
）二
月
一
〇
日

㈬
開
催（
来
場
）・
九
名
参
加

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
～
こ
れ
か
ら

の
働
き
方
を
考
え
よ
う
～
」

（
講
師
：
大
網
香
苗
氏
）二
月
一
三
日
㈯

開
催（
オ
ン
ラ
イ
ン
）・
五
名
参
加

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
メ
ン
バ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」

（
講
師
：
内
田
ひ
と
み
氏
）二
月
一
七
日

㈬
開
催（
オ
ン
ラ
イ
ン
）・
十
三
名
参
加

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル　

基
礎
～

傾
聴
・
伝
え
方
～
」

（
講
師
：
内
海
典
子
氏
）三
月
四
日
㈭
開

催（
オ
ン
ラ
イ
ン
）・
十
一
名
参
加

　

以
上
で
、
今
年
度
予
定
し
ま
し
た
す

べ
て
の
講
座
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

成立

ダウンロードはこちら

ⅩⅠ

⑻
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑼
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
4
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ
の

民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
年
収
引
き
上
げ
率
調
査

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査
↓
中
止

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
中
止
た

だ
し
時
宜
を
得
た
特
別
調
査
は
タ
イ
ム

リ
ー
に
実
施

4
�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
参
加
へ
の

積
極
的
な
情
宣

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
案
内

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監
督
者

の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
法

律
実
務
」
平
成
29
年
改
定
版

販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

5
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資

料
の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図

書
、
資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士

な
ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事

業
へ
の
協
力

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

今
年
度
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、

積
極
的
に
推
進

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県

経
協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交

換
3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員

の
推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団

体
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報

交
換

全国ネットの人材情報で、
出向・移籍等の支援！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受入企業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

センター
情報の授受
相談など

送出企業
人事部門
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Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／定期／経営者協会様　埼経協ニュース／＃818472　416号／Ｐ1－5　定時総会・目次・広告 2020年 4月23日16時30分12秒（Page5）

・コールセンター	 TEL	0800-555-6780
・埼玉労働局労働保険徴収課	 TEL	 048-600-6203

― 事業主のみなさまへ ―

労働保険の年度更新手続き並びに
一般拠出金の申告・納付について

（令和3年6月1日～7月12日）
　労働保険（労災保険・雇用保険）の令和２年
度確定保険料と令和３年度概算保険料及び石
綿健康被害救済法の一般拠出金の申告・納付
手続を行っていただく時期となりました。
　申告書・納付書は５月末に発送する予定で
す。同封の記入例（申告書等の記入方法）を参
考に作成のうえ、７月12日までに提出してく
ださい。
　詳しくは、コールセンターまたは埼玉労働
局保険徴収課にお尋ねください。コールセン
ターの開設期間は５月31日～７月16日になり
ます。
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令
和
３
年
度
産
業
労
働
部

主
要
施
策

　

本
県
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
の
ほ
か
、
自
然
災
害
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く
変
動
し
て

い
る
。

　

令
和
3
年
度
予
算
で
は
、
県
内
中

小
・
小
規
模
事
業
者
が
経
済
環
境
の

変
動
に
対
応
し
、
持
続
的
な
発
展
を

図
れ
る
よ
う
、
産
業
・
労
働
の
両
分

野
に
お
い
て
各
種
施
策
を
展
開
す
る
。

　

産
業
分
野
で
は
、
県
内
事
業
者
の

課
題
に
き
め
細
や
か
に
対
応
す
る

プ
ッ
シ
ュ
型
の
中
小
企
業
支
援
、
自

然
災
害
・
感
染
症
に
備
え
事
業
継
続

の
基
礎
と
な
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
支
援
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
デ
ジ

タ
ル
化
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
の
推
進
、
県
内

中
小
企
業
の
技
術
開
発
や
海
外
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
を
支
援
推
進
し
、
稼
げ

る
力
を
強
化
す
る
。

　

労
働
分
野
で
は
、
雇
用
情
勢
の
悪

化
に
対
応
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
就
業
支
援
態

勢
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
県
内
中

小
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
。

　

ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
お

け
る
シ
ニ
ア
の
活
躍
支
援
や
、
働

く
意
欲
の
あ
る
女
性
が
経
験
や
ス
キ

ル
を
生
か
し
て
活
躍
が
で
き
る
よ
う
、

就
業
か
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ま
で
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
な
ど
、

多
彩
で
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る

場
を
広
げ
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
し
っ
か
り
と
進

め
る
こ
と
で
、
県
内
経
済
の
活
性
化

及
び
発
展
に
つ
な
げ
る
。

主
な
新
規
事
業
及
び
重
点
施
策

1　
就
業
支
援
と
雇
用
環
境
の
改
善

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
雇

用
情
勢
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
行

う
と
と
も
に
出
張
面
接
会
を
開
催
す

る
。
県
内
大
学
生
等
の
県
内
企
業
へ

の
就
職
支
援
を
行
う
。

⃝
 

埼
玉
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
就
職
相
談
、

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

⃝
 

市
町
村
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
た
出
張
面
接
会
を
開
催

⃝
 

会
社
説
明（
Ｗ
ｅ
ｂ
）と
面
接
を
セ
ッ

ト
に
し
た
県
内
大
学
生
向
け
合
同

企
業
面
接
会
を
開
催

⃝
 

担
当
課　

県
雇
用
労
働
課
、
県
多

様
な
働
き
方
推
進
課

2 　
「
働
く
シ
ニ
ア 

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
推
進

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、

企
業
に
お
け
る
シ
ニ
ア
の
働
く
場
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
シ
ニ
ア
の
就
業
、

起
業
を
支
援
す
る
。

⃝
 

現
役
世
代
を
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
案
内

士
と
し
て
認
定
し
、
退
職
後
に
向

け
て
意
識
を
啓
発

⃝
 

シ
ニ
ア
活
躍
推
進
宣
言
企
業
の
認

定
や
生
涯
現
役
実
践
助
成
金
に
よ　

り
企
業
の
取
組
を
支
援

⃝
 

早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
に
セ

カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
短

期
集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

⃝
 

担
当
課　

県
人
材
活
躍
支
援
課
、

県
産
業
支
援
課

３ 　
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
更
な
る
推
進

　
～
共
生
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

　

女
性
が
辞
め
ず
に
働
き
続
け
ら
れ

る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
経
験
や
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
就

業
、
起
業
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支

援
す
る
。

⃝
 「

多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」
の
認

定
や
働
き
方
改
革
へ
の
支
援
に
よ

り
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
促
進

⃝
 

女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
女
性

の
就
業
か
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ま

で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

⃝
 

働
く
女
性
の
様
々
な
悩
み
、
疑
問
、

関
心
に
応
え
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
サ
イ
ト
を
開
設

⃝
 

担
当
課　

県
多
様
な
働
き
方
推
進

課
、
県
人
材
活
躍
支
援
課
、
県
産

業
支
援
課

４　
障
害
者
の
就
労
支
援

　

障
害
者
雇
用
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
企
業
に
お
け
る
障
害
者
の
雇

用
と
離
職
防
止
の
取
組
を
支
援
す
る
。

⃝
 

障
害
者
雇
用
開
拓
員
に
よ
り
障
害

者
雇
用
率
未
達
成
企
業
へ
の
働
き

掛
け
を
実
施

⃝
 

企
業
に
対
す
る
具
体
的
な
雇
用
の

提
案
や
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
に
よ
る
定

着
支
援
等
を
実
施

⃝
 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

活
用
型
教
育
訓
練
に
よ
り
、

障
害
者
の
職
域
拡
大
を
支
援

⃝
 

担
当
課　

県
雇
用
労
働
課

５ 　
新
た
な
産
業
の
育
成
と
企
業
誘
致

の
推
進

①
先
端
産
業
支
援
の
推
進

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

社
会
に
お
い
て
県
内
中
小
企
業
の
稼

げ
る
力
に
つ
な
が
る
技
術
開
発
・
実

証
・
活
用
等
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
先
端
産
業
の
育
成
を
図
る
。

⃝
 

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
製
品
の
開
発

を
支
援

⃝
 

社
会
課
題
解
決
に
資
す
る
先
端
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
実
証
や
社
会
実
装

を
支
援

⃝
 

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
導
入
の
先
進
事
例
を
創
出
・

発
信

⃝

担
当
課　

県
先
端
産
業
課

②
農
大
跡
地
等
の
活
用
の
推
進

　

農
大
跡
地
を
中
心
に
先
端
産
業
・

次
世
代
産
業
な
ど
の
成
長
産
業
を
集

積
し
て
経
済
の
好
循
環
を
も
た
ら
す

と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
を

活
用
し
た
超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
実
現

す
る
。

⃝
 

先
端
産
業
・
次
世
代
産
業
な
ど
の

成
長
産
業
の
集
積
に
向
け
た
準
備

⃝
 

農
大
跡
地
周
辺
地
域
等
の
活
用
に

係
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策

定

⃝
 

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
促
進
、Ａ
Ｉ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
人
材
育
成
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催

⃝
 

担
当
課　

県
先
端
産
業
課
、
県
企

業
立
地
課

③
企
業
誘
致
の
推
進

　

東
日
本
随
一
の
高
速
道
路
網
や
鉄

道
網
を
有
し
、
多
彩
な
産
業
が
集
積

す
る
本
県
の
優
位
性
を
生
か
し
た
企

業
誘
致
活
動
を
展
開
し
、
県
内
産
業

の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
、
税
収
確

保
を
図
る
。

⃝
 

市
町
村
と
連
携
し
た
企
業
誘
致
活

動
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動
を
展

開

⃝
 

よ
り
高
い
投
資
効
果
や
雇
用
の
創

出
に
資
す
る
よ
う
重
点
化
し
た
補

助
を
実
施

⃝

担
当
課　

県
企
業
立
地
課

６ 　
県
内
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
の

支
援

①
プ
ッ
シ
ュ
型
の
中
小
企
業
支
援

　

商
工
団
体
と
連
携
し
た
専
門
家
に

よ
る
相
談
会
や
産
業
振
興
公
社
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
企
業
訪
問
等
に
よ

り
、
県
内
中
小
企
業
の
持
つ
課
題
解

決
の
た
め
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を

実
施
す
る
。

⃝
 

省
力
化
・
省
人
化
、
販
路
開
拓
な

ど
企
業
の
重
点
課
題
を
、
企
業
を

直
接
訪
問
し
て
支
援

⃝
 

事
業
承
継
に
関
す
る
相
談
会
を
県

内
各
地
又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

⃝
 

知
的
財
産
を
活
用
し
た
経
営
の
普

及
と
実
践
を
支
援

⃝

担
当
課　

県
産
業
支
援
課

②
新
製
品
開
発
力
の
強
化
支
援

コバトン

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
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県
内
企
業
の
新
技
術
開
発
や
新
製

品
開
発
、
高
付
加
価
値
化
へ
の
支
援

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
県
内
産
業
の

成
長
を
促
進
す
る
。

⃝
 

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
支
援
と
技
術

の
普
及
啓
発
を
実
施

⃝
 

デ
ザ
イ
ン
を
生
か
し
た
独
自
性
の

あ
る
新
商
品
開
発
を
支
援

⃝
 

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
製
品
の
開
発

を
支
援

⃝
 

担
当
課　

県
産
業
支
援
課
、
県
先

端
産
業
課

③ 

新
産
業
の
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
創
業
支
援

　

起
業
家
や
起
業
希
望
者
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
産
業
の
創
出
や
地
域
経
済

の
活
性
化
を
促
進
す
る
。

⃝
 

社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す
起
業

希
望
者
に
対
し
、
伴
走
型
の
支
援

を
実
施

⃝
 

マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
機
会
創
出
の
た

め
「（
仮
称
）渋
沢
栄
一
起
業
家
サ

ロ
ン
」
を
検
討

⃝
 

相
談
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
創
業
支

援
を
実
施

⃝

担
当
課　

県
産
業
支
援
課

④ 

中
小
企
業
の
事
業
継
続
等
に
対
す
る

支
援

　

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
県
内
中
小
企
業
の

事
業
継
続
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
、
地
場

産
地
組
合
等
の
新
た
な
取
組
な
ど
を

支
援
・
推
進
す
る
。

⃝
 

県
内
中
小
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継

続
力
強
化
計
画
）の
策
定
を
支
援

⃝
 

県
内
中
小
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営

を
推
進
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催

⃝
 

地
場
産
地
組
合
等
に
よ
る
販
路
開

拓
の
た
め
の
取
組
を
支
援

⃝

担
当
課　

県
産
業
支
援
課

⑤ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
資
金

調
達
の
円
滑
化
支
援

　

制
度
融
資
の
融
資
枠
を
6
、
５
０
０

億
円
確
保
す
る
と
と
も
に
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
系
資
金
の
融
資
要
件
を

緩
和
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
。

⃝
 

融
資
限
度
額
の
拡
大

　
　

５
、０
０
０
万
円
→

　
　
　
　
　
　
　

８
、０
０
０
万
円

⃝

融
資
期
間
等
の
延
長

　
　

７
年
→
10
年

　
　

（
据
置
期
間
１
年
→
最
大
３
年
）

⃝
 

利
子
補
給
率
の
拡
大

　
　

０
．
４
％
→
０
．
５
％

　
　

（
経
営
安
定
資
金
）

⃝

担
当
課　

県
金
融
課

⑥ 

県
内
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
支

援
　

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
県
内

企
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
海
外
市
場
を
目
指
す
県
内
企
業
の

裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
県

経
済
の
持
続
的
な
成
長
を
図
る
。

⃝
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か

ら
回
復
し
た
国
を
中
心
に
ア
セ
ア

ン
と
の
関
係
を
強
化

⃝
 

県
内
企
業
の
進
出
ニ
ー
ズ
が
高
い

国
に
お
い
て
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
拠
点
を
運
営

⃝
 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
海
外
販
路

開
拓
を
進
め
る
た
め
越
境
ｅ
コ
マ

ー
ス
活
用
を
支
援

⃝

担
当
課　

県
企
業
立
地
課

⑦ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
デ
ジ

タ
ル
化
支
援

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
取

り
組
む
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
支
援

を
強
化
す
る
こ
と
で
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、

生
産
性
の
向
上
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
変
革
へ
つ
な
げ
る
。

⃝
 

商
工
会
議
所
連
合
会
、
商
工
会
連

合
会
へ
Ｄ
Ｘ
推
進
員
を
設
置
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援

⃝
 

Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
や
デ
ジ
タ
ル

化
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
に
よ
り
普
及

啓
発
を
強
化

⃝
 

オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ

の
機
能
を
充
実
し
、
販
路
開
拓
を

支
援

⃝
 

担
当
課　

県
産
業
労
働
政
策
課
、

県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課
、

県
産
業
支
援
課
、
県
先
端
産
業
課
、

県
企
業
立
地
課

７　
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成

　

商
店
街
等
に
お
け
る
感
染
症
対
策

の
強
化
や
、
売
上
や
に
ぎ
わ
い
の
回

復
に
向
け
た
取
組
を
そ
れ
ぞ
れ
の
実

情
に
合
わ
せ
て
支
援
す
る
。

⃝
 

商
店
街
実
態
調
査
の
ほ
か
、
施
設

整
備
、
集
客
事
業
へ
の
補
助
や
専

門
家
派
遣
等
を
実
施

⃝
 

商
店
街
の
感
染
症
対
策
の
強
化
や

販
売
促
進
に
つ
な
が
る
取
組
を
支

援

⃝
 

中
小
の
飲
食
店
等
に
対
し
、
換
気

設
備
工
事
な
ど
の
感
染
予
防
対
策

経
費
を
支
援　

⃝
 

担
当
課　

県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産

業
支
援
課

８　
産
業
人
材
の
確
保
・
育
成

　

新
規
学
卒
者
や
求
職
者
の
就
労
を

支
援
す
る
た
め
、
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
。

⃝
 

中
央
高
等
技
術
専
門
校
、
熊
谷
高

等
技
術
専
門
校
の
実
習
棟
に
つ
い

て
耐
震
改
修
工
事
を
実
施

⃝
 

将
来
働
く
上
で
の
目
標
と
な
る
「
埼

玉
し
ご
と
発
見
」
動
画
を
制
作
・

発
信

⃝
 

高
等
技
術
専
門
校
や
民
間
教
育
訓

練
機
関
に
お
い
て
求
職
者
等
を
対

象
に
職
業
訓
練
を
実
施

⃝

担
当
課　

県
産
業
人
材
育
成
課

９　
観
光
の
振
興

　

民
間
事
業
者
や
他
の
自
治
体
等
と

連
携
し
、
本
県
な
ら
で
は
の
観
光
資

源
を
生
か
し
た
広
域
観
光
の
促
進
や

本
県
へ
の
誘
客
促
進
を
図
る
。

⃝
 

ア
ニ
メ
の
展
示
企
画
な
ど
民
間
事

業
者
等
と
連
携
し
た
広
域
観
光
を

促
進

⃝
 V

ブ
イ
チ
ュ
ー
バ
ー

tuber

の
「
埼
玉
バ
ー
チ
ャ
ル

観
光
大
使（
仮
称
）」
が
効
果
的
に

情
報
を
発
信

⃝
 

渋
沢
翁
を
中
心
と
し
た
三
偉
人
を

Ｐ
Ｒ
し
誘
客
を
促
進

⃝

担
当
課　

県
観
光
課

⃝
各
取
組
の
問
い
合
わ
せ
先

　

県
各
担
当
課　

０
４
８
―
８
２
４

　

―
２
１
１
１（
代
表
）

子
育
て
・
介
護
・
病
気
治
療

と
仕
事
の
両
立
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

　

県
で
は
、
専
門
の
相
談
員
が
子
育

て
・
介
護
・
病
気
治
療
と
仕
事
の

両
立
に
悩
む
従
業
員
を
抱
え
る
事
業

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

企
業
に
出
向
き
、
職
場
環
境
を
整
備

す
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
社
員
向

け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
電
話
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
相
談
を
受
け
付
け
、

法
令
上
の
支
援
制
度
や
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
窓
口
な
ど
を
御
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
介
護
、
病
気
治
療
と
仕

事
の
両
立
に
悩
む
社
員
を
抱
え
る
企

業
の
人
事
担
当
の
方
は
、
是
非
御
利

用
く
だ
さ
い
。

【
両
立
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
】

⃝ 

対
象　

子
育
て
、
介
護
、
病
気
治

療
と
仕
事
の
両
立
を
目
指
す
埼
玉

県
内
企
業
及
び
そ
の
社
員

⃝
費
用　
無
料

⃝
派
遣
日
時　
毎
週
火
曜
日　

10
：
00

　

〜
16
：
00
（
※
曜
日
・
時
間
は
応

　

相
談
）

【
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
相
談
窓
口
】

⃝
  

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
５

⃝
  

受
付
日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜

日　

9
：
00
〜
16
：
30

※  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
24
時
間
、
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

県
多
様
な
働
き
方
推
進
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
８
）
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事
業
だ
よ
り

　

三
月
二
六
日
〜
四
月
一
九
日

◆ 

三
・
二
六　

理
事
会
・
幹
事
会

　

（
リ
ア
ル
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
・

　

W
e
b
会
議
併
用
開
催
）

◆ 

四
・
二　

新
入
社
員
研
修

　

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆ 

四
・
七　

新
入
社
員
研
修

　

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

◆ 

四
・
一
九　

令
和
三
年
度
埼
玉
県
産

業
労
働
部
主
要
施
策
説
明
会

　

 （
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

告

知

版

★
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

  

五
月
一
九
日
㈬
一
四
時
〜
一
六

時

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

　
　
　

四
〇
四

内
容　

  

歴
史
の
I
F（
も
し
も
）

講
師　

  

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授　

本
郷
和
人
氏

★  

労
働
法
実
務
講
座
第
一
講

日
時　

  

五
月
二
〇
日
㈭
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・

　
　
　

四
〇
二

内
容　

  

労
働
者
と
使
用
者
の
基
本
的
な

権
利
関
係
、労
働
時
間
・
休
日
・

休
暇
制
度
と
コ
ロ
ナ
対
策
、
働

き
方
改
革
と
残
業
規
制
、
改
正

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

講
師　

  

外
井
法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士　

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
二
講

日
時　

  

五
月
二
八
日
㈮
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・

　
　
　

四
〇
二

内
容　

  

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ

ハ
ラ
等
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
育

児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
、
副

業
の
可
否
、
メ
ン
タ
ル
問
題
と

休
職
、
安
全
配
慮
義
務

講
師　

  

同
右

★
同
右
第
三
講

日
時　

  

六
月
三
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・

　
　
　

四
〇
二

内
容　

  

賃
金
・
賞
与
・
退
職
金
、
労
働

契
約
法
・
パ
ー
ト
有
期
労
働

法
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

　
　
　

〜
最
高
裁
の
判
例
〜

講
師　

  

同
右

★
同
右
第
四
講

日
時　

  

六
月
九
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・

　
　
　

四
〇
二

内
容　

  

人
事
異
動
、
労
働
者
派
遣
、
退

職
・
定
年
・
解
雇
、
懲
戒
処
分

講
師　

  

同
右

★ 

第
二
回
石
井
会
長
杯
争
奪
戦
会
員

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　

  

六
月
四
日
㈮
九
時
三
分
ス
タ
ー

ト

会
場　

  

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

豊
岡
コ
ー
ス

会
員
の
動
き

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
ア
デ
ッ
ソ

　

代
表
取
締
役　

岩
田　

真
理

　

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
―
一
二
―
四

　

電
話
〇
四
八
―
六
五
八
―
二
二
二
〇

　

（
資
）五
千
万
円

　

（
従
）一
〇
名

　

飲
食
業

㈱
イ
ン
タ
ー
パ
ッ
ク

　

代
表
取
締
役　

古
鎌　

昭
博

　

川
口
市
上
青
木
西
一
―
一
三
―
二
八

　

電
話
〇
四
八
―
二
五
五
―
八
〇
四
〇

　

（
資
）七
千
万
円

　

（
従
）四
七
名

　

自
動
包
装
機
械
の
設
計
、製
造
、販
売

越
谷
ア
ル
フ
ァ
ー
ズ（
㈱
フ
ー
プ
イ
ン

ザ
フ
ッ
ド
）

　

代
表
取
締
役　

浅
井　

英
明

　

越
谷
市
北
越
谷
四
―
一
八
―
一

　

電
話
〇
四
八
―
九
九
九
―
六
〇
〇
四

　

（
資
）九
百
万
円

　

（
従
）九
名

　

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

　

経
営

埼
玉
糧
穀
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

相
原　

茂
吉

　

川
越
市
砂
六
八
―
一

　

電
話
〇
四
九
―
二
四
二
―
六
四
五
六

　

（
資
）二
千
七
百
万
円

　

（
従
）一
七
名

　

酪
農
関
係
、
大
豆
雑
穀
関
係

〈
代
表
者
変
更
〉

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長

　

橋
元　

健（
旧　

酒
巻　

久
）

K
D
D
I
㈱　

北
関
東
総
支
社

　

総
支
社
長

　

土
橋　

明（
旧　

片
岡　

浩
一
）

埼
玉
ゴ
ム
工
業
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長

　

宇
和
野　

良
亮（
旧　

宇
和
野　

庄

二
）

埼
玉
り
そ
な
銀
行　

大
宮
支
店

　

常
務
執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業

　

本
部
長

　

内
田　

政
美（
旧　

小
林　

義
信
）

埼
玉
り
そ
な
銀
行　

川
越
支
店

　

執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

　

内
田　

康
将（
旧　

常
務
執
行
役
員

埼
玉
西
地
域　

営
業
本
部
長　

内

田　

政
美
）

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱

埼
玉
中
央
支
店

　

理
事
埼
玉
中
央
支
店
長

　

東　

秀
明（
旧　

執
行
役
員
埼
玉
中

央
支
店
長　

浅
野　

洋
）

野
村
證
券
㈱　

さ
い
た
ま
支
店

　

支
店
長

　

吉
田　

信
行（
旧　

北
川　

敏
也
）

富
士
倉
庫
運
輸
㈱

　

取
締
役
会
長
兼
社
長

　

戸
所　

邦
弘（
旧　

取
締
役
社
長　

中
尾　

安
志
）

富
士
電
機
機
器
制
御
㈱　

吹
上
事
業
所

　

事
業
所
長

　

樺
澤　

幸
司（
旧　

黒
川　

淳
）

富
士
フ
イ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱　

埼
玉
支
社

　

取
締
役
社
長

　

野
崎　

寛
之（
旧　
代
表
取
締
役
社
長

　

塩
川　

和
典
）

本
田
技
研
工
業
㈱　

埼
玉
製
作
所

　

埼
玉
製
作
所
所
長

　

軸
屋　

勇
治（
旧　

大
江　

健
介
）

本
庄
ガ
ス
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長

　

堀
田　

辰
一（
旧　

林　

光
俊
）

三
菱
電
機
㈱　

関
越
支
社

　

支
社
長

　

高
野　

則
弘（
旧　

山
倉　

智
之
）

吉
見
商
事
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長

　

大
久
保　

直
政（
旧　

大
久
保　

和

政
）

〈
社
名
変
更
〉

㈱
第
一
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

（
旧　

㈱
第
一
住
宅
）

富
士
フ
イ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱　

埼
玉
支
社

　

（
旧　

富
士
ゼ
ロッ
ク
ス
埼
玉
㈱
）

〈
住
所
変
更
〉

新
電
元
工
業
㈱

　

朝
霞
市
幸
町
三
―
一
四
―
一

　

（
旧　

飯
能
市
南
町
一
〇
―
一
三
）

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
二
二
号

2
0
2
1
年
5
月
6
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
︲
七
︲
五
︲
八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所　
　
　
　
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人　

廣
澤
健
一

編
集
人　

宮
田
信
久

電
話
〇
四
八
︲
六
四
七
︲
四
一
〇
〇

印
刷
所　

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
︲

八
︲

三
六

一
般
社
団

法

人
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